
結果の概要

1．栄養素等の摂取状況

－国民1人1日当たり栄養素等摂取量は昭和58年以降全体的に減少の傾向－

　昭和62年調査における国民1人1日当たり栄養素等摂取量は表1のとおりであり，前年に比べて全

体的にわずかながら減少している。

　また，ここ最近における栄養素等摂取量について昭和50年におけるそれぞれの摂取量を100とした年

次推移をみると図1のとおり，昭和58年をピークとして以降，エネルギー及び炭水化物をはじめ全体

的に減少の傾向がみられる。

図1　栄養素等摂取量の年次推移（昭和50年＝100）

動物性脂肪　動物性たん白質　脂肪　カルシウム　鉄　たん白質　エネルギー　炭水化物

栄養素等摂取量の年次推移表1 （国民1人1日当たり）
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－調査対象の平均栄養所要量に対する充足率も昭和58年以降全体的に減少－

　調査対象の平均栄養所要量に対する栄養素の充足率について年次推移をみると表2のとおり，昭和

58年以降全体的に減少傾向がみられ，特に，昭和62年においては図2に示すように，毎年所要量に達

していないカルシウムに続いて鉄も昭和55年調査以来，久し振りに所要量を下回っている。また，単

独世帯の栄養素等摂取量についてみると図3のとおり，全国平均に比べて多少劣っていることがうか

がわれる。

表2　調査対象の平均栄養所要量に対する栄養素の充足状況の推移（各年の調査対象の平均栄養所要量＝100）

エネルギー

たん白質

カルシウム

鉄

A

B1
ビタミン

B2

C

図2　栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量との比較

　　　　　　　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC
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図3 単独世帯の栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量

との比較（調査対象の平均栄養所要量＝100）

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

－エネルギー摂取量に占める脂肪エネルギーの比率は24．8％－

　次に，エネルギー摂取量に占めるたん白質，脂質，糖質の構成比率（PFC比率）の年次推移をみ

ると図4のとおりである。昭和50年以降急激な変化はないものの，糖質が占める割合はわずかながら

減少傾向を示し，逆に脂質は昭和62年で24．8％と，一般成人の場合適正とされる脂質エネルギー比率

の上限に達している。このような傾向が今後も続くことは成人病予防など健康上の観点からも好まし

いことではなく，今後とも質，量併せて栄養素相互のバランス保持に注意を払っていく必要がある。

　　　　図4

　　　たん白質

エネルギーの栄養素別摂取構成比

脂質　　　　　　　　糖質
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－エネルギー所要量を20％以上上回って摂取している世帯は徐々に減少

　　　　　しているものの，世帯間格差はほとんど変化していない－

　昭和62年調査における各世帯の平均栄養所要量に対する栄養素等摂取量の充足率の分布をみると図

5～13であるが，このうち所要量を20％以上上回って摂取している世帯と20％以上下回って摂取して

いる世帯の割合は図14（単独世帯については図15）のとおりである。

　エネルギー摂取量の平均充足率は102％でほぼ目標に近いが，充足分布をみると120％以上摂取して

いる者が80％未満者の2倍近くあり，また，最大値と最小値では約7倍以上と個々の世帯別にみた場

合には格差がみられる。

　次に，分布状況の推移について，120％以上及び80％未満世帯の割合をみると図16のとおり，昭和58

年以降，120％以上摂取している世帯が減少している一方，80％未満の世帯が増加しており，その格差

はあまり変わっていないことがうかがわれる。

　これらの状況は，たん白質や鉄，カルシウム等でもほぼ同様であるが，ビタミン類，特にビタミン

Cは摂取格差が大きくなっている。

図5　エネルギー摂取量の充足分布（昭和62年）

図6　たん白質摂取量の充足分布（昭和62年）
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図7　脂質摂取量の充足分布
　　　　　　（昭和62年，脂質エネルギー比22．5＝100） 図8　カルシウム摂取量の充足分布（昭和62年）

図9　鉄摂取量の充足分布（昭和62年） 図10 ビタミンA摂取量の充足分布（昭和62年）
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図11　ビタミンB1摂取量の充足分布（昭和62年）

図12　ビタミンB2摂取量の充足分布（昭和62年）

図13　ビタミンC摂取量の充足分布（昭和62年）

－44－



図14　所要量に対する栄養素等摂取量の充足状況（昭和62年，全世帯）
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栄養所要量に対する栄養素等摂取量の充足分布（昭和62年，単独世帯）

　　図16 エネルギー摂取の過不足の年次推移
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2．食品の摂取状況

－米類は依然として減少の傾向－

　昭和62年調査における国民1人1日当たり食品群別摂取状況は表3のとおりである。前年に比べて，

食品群間には多少の増減はみられるが，全体的にはわずかながら減少している。

　また，昭和50年以降の年次推移をみた場合，

植物性食品については図17のとおり，米が依然

として減少傾向にあり，その他についても緑黄

色野菜を除いて同様な傾向がうかがわれる。

　一方，動物性食品については図18のとおり，

2年連続して減少していた乳・乳製品が増加の

傾向を示す一方，他の動物性食品はほぼ横ばい

である。

　さらに，酒類，菓子類など嗜好食品について

みた場合図19のとおり，砂糖類，菓子類及び調

味料は減少の傾向にあり，逆に酒類は増加の傾

向がうかがわれる。

図17　食品群別摂取量の年次推移（植物性食品）

　　　　　　　　　　（昭和50年＝10O）

緑黄色野菜　小麦類　いも類　その他の野菜　豆類　米類　果実類

表3　食品群別摂取量の年次推移（国民1人1日当たり：g）
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豆類
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乳・乳製品
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図18　食品群別摂取量の年次推移（動物性食品）

　　　　　　　　（昭和50年＝100）
図19　食品群別摂取量の年次推移（嗜好食品）

　　　　　　　　　（昭和50年＝100）

　乳・乳製品　肉類　魚介類　卵類

酒類　油脂類　その他嗜好飲料　調味料　砂糖類　菓子類

　　　　　　－単独世帯の食品摂取状況はかなり偏りがみられる－

次に，単独世帯の食品摂取状況を全世帯のそれと比較すると図20のとおりであり，いも類の28．7％

をはじめ，その他の野菜，豆類及び動物性食品が10％以上下回っている一方，調味嗜好飲料は35．3％

も多いなどかなりアンバランスな摂取となっている。

図20　全世帯と単独世帯の主要食品群別摂取状況の比較

　　　　　　　　　　　　（全国＝100）

米類　小麦類　いも類　砂糖類　菓子類　油脂類　豆類　果実類　緑黄色野菜　その他の野菜　海草類　調味嗜好飲料

魚介類　肉類　卵類　乳類

－47－



　3．食塩の摂取状況

　　　　　　　　　－食塩摂取量は国民1人1日当たり11．7g－

　昭和62年調査における国民1人1日当たり食塩摂取量は図21のとおり11．7gであり，前年と比べ0．4

gの減少となった。年次推移でみても，昭和50年と比べ1.8g減少はしているが，目標摂取量1日10g

以下にはほど遠く，これまでの減少傾向からみて，目標を達成するまでには今後かなりの努力が必要

といえる。

　また，地域ブロック別に食塩の摂取量をみると図22のとおり，近畿II，中国及び北陸ブロックを除

く各ブロックで減少しているが，まだ摂取目標量10g以下に達したブロックはみられない。

図21食塩摂取量の年次推移（国民1人1日当たり）

図22　地域ブロック別食塩摂取量（1人1日当たり）

目標摂取
量の上限

北海道　東北　関東Ⅰ　関東Ⅱ　北陸　東海　近畿Ⅰ　近畿Ⅱ　中国　四国　北九州　南九州

目標摂取量

の上限

－48－



－味噌，食塩からの摂取減少が大きい－

　食塩摂取量はこの12年間で1．8g減少したが，これを食品群毎にみると図23のとおり，味噌からの摂

取減少が0．7gと最も大きく，次いで食塩0．6g，しょうゆ，つけもの各0．4gとなっている。

　　　　　　　　　　　　図23　食塩の食品群別摂取量の年次推移

　　　　　　　　　　｜←一一一一一一調味料一一一一一→｜←一一調味料以外の食品一→｜

しょうゆ　味噌　食塩　その他の調味料　つけもの　魚介加工品　小麦加工品　その他の食品

－10g以上を摂取している世帯が約2／3－

　次に，食塩摂取量の分布をみると図24のとおり，約2／3に当たる62．6％の世帯が10g以上摂取してい

る。これを各地域ブロック別の分布状況でみると図25のとおり，10g以上を摂取している世帯は，近

畿Ⅰでは50．0％であるが東北ブロックでは75．7％となっている。

図24　食塩摂取量の分布

食塩摂取量
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図25　食塩摂取量の分布状況（地域ブロック別）

近畿Ⅰ　東海　近畿Ⅱ　四国　南九州　北九州　関東Ⅰ　中国　北海道　関東Ⅱ　北陸　東北

4．身体の状況

（1）肥満の状況

　皮下脂肪厚（上腕背部＋肩甲骨下部）からみた肥満者（男40㎜以上，女50㎜以上）の割合を年齢

階級別にみると図26のとおり，男女とも50歳代に最も肥満者が多くなっており，女性で4人に1人，

男性で7人に1人となっている。

　　　図26　年齢階級別肥満者の割合　　　　　　　　　　　　　　図27　肥満者の年次推移
　　　（皮下脂肪厚：男40mm以上，女50mm以上）　　　　　　　　（皮下脂肪厚：男40mm以上，女50mm以上）

肥満率

肥満率

女　男

　　15～19歳　20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳　60～69歳　70歳以上　全年齢

　　　　　　　　　年次

注）肥満者測定は15歳以上

－50－



図28　年次別カウプ指数の推移（男） 図29　年次別カウプ指数の推移（女）

昭和62年　昭和52年

15～19歳　20～25　26～29　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上

　　注）　カウプ指数＝体重㎏/（身長cm）2×104

昭和62年　昭和52年

15～19歳　20～25　26～29　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上

　また，年次推移をみると図27のとおり，男女ともに若干の増減を繰り返しつつやや減少という状

況であるが，明確な傾向は認められない。

　次に，国民の体型の変化をカウプ指数を用いて10年前と比べると図28，29のとおり，男性はすべ

ての年齢において指数が高くなっており，身長の伸びに対して体重の伸びが大きくなっていること

がわかる。それに対し，女性は若い世代においては指数が低くなり細身の人が増えている一方，50

歳以降においては男性同様指数が高くなっており体がまるくなっていることがわかる。

　一方，るいそう（皮下脂肪厚，男10㎜未満，女20㎜未満）についてみると図30のとおり，数は少

ないがその割合は漸増の傾向がみられ，特に青年期ともいえる15～19歳，20歳代においては図31の

とおり，昭和50年と比べて男性では15～19歳で5倍以上，20歳代で2倍強，女性では共に2倍強に

増加している。
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図30　るいそう率の年次推移
　（皮下脂肪厚：男10mm未満，女20mm未満）

女　るいそう　男　るいそう

図31　るいそう率の年次推移（青年期）

20～29歳　15～19歳　男　15～19歳　20～29歳

（2）血圧の状況

　血圧の測定結果から性・年齢階級別に高血圧及び境界域高血圧者の割合をみると図32のとおり，

男女とも加齢とともに増加しているが，特に女性は若年層での低率から急な増加を示している。

図32　血圧の状況（性・年齢階級別）

高血圧＋境界域

高血圧

全体　15～19歳　20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳　60～69歳　70歳以上

（3）問診の状況

　昭和61年調査から，満20歳以上の男女を対象に血圧降下剤の使用の有無，運動習慣，飲酒習慣及

び喫煙の状況についての問診を行っているが，調査結果の概要は次のとおりである。
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①血圧降下剤の使用状況

　血圧降下剤を現在，医師の指示のもとで使用している人の割合は図33のとおりであり，男女と

も加齢に伴い大きく増加している。

　また，これは先の高血圧者の割合と比較的近似したものとなっている。

②運動習慣の有無

　運動習慣の有無について，「実施頻度，週2回以上」「持続時間，30分以上」「継続期間，1年以

上」の3つすべてに該当する人を運動習慣があるとして調査した結果は図34のとおりである。昭

和62年は昭和61年に比べ，すべての性，年齢階級において運動習慣者が増加しており，特に70歳

以上の男性及び40歳代の女性の増加が目立っている。

　　　　　　　　　　　　図33　血圧降下剤の使用率（性・年齢階級別）

男　女

全体　20～29歳　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上

図34　運動習慣者の割合（性・ 年齢階級別） 　　図35　飲酒習慣者の割合（性・年齢階級別）

（男）　昭和61年　昭和62年
（女）　昭和61年　昭和62年

20～29歳　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上

　　　　　　　　　（男）　昭和61年　昭和62年

　　　　　　　　　　（女）　昭和61年　昭和62年

〔男〕　〔女〕

20～29歳　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上
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　③　飲酒習慣の有無

　飲酒習慣の有無について，「飲酒頻度，週

3回以上」「1回の飲酒量が日本酒で1合，

ビールで大1本以上」の双方に該当する人

を飲酒習慣があるとして調査した結果は図

35のとおり，昭和62年は昭和61年に比べ，

男性はおおむね減少しているが，女性はす

べての年齢階層で増加となっている。

　④喫煙の状況

　喫煙について，「吸っている」「吸ってい

ない」の問いに対して吸っていると答えた

人の割合は図36のとおりである。昭和62年

は昭和61年に比べ，すべての年齢階層で男

性は減少，女性は増加となっている。

図36　喫煙者の割合（性・年齢階級別）

昭和61年　昭和62年

20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳　60～69歳　70歳以上

　以上の運動，飲酒，喫煙習慣の有無について総合的にみたのが表4である。また，運動習慣のある

場合，飲酒，喫煙習慣の無い場合をそれぞれ1点としてみると図37，38のとおり，3点確保者は男性

6．5％に対し女性は13．0％，また，0点の者は男性25．2％に対し女性はわずかに1.3％となっている。

表4　運動×喫煙×飲酒習慣の有無

喫煙習慣有 喫煙習慣無
飲酒習慣有 飲酒習慣無 飲酒習慣有 飲酒習慣無

総数 運動習慣有

運動習慣無

　男 運動習慣有

運動習慣無

　女 運動習慣有

運動習慣無
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男

図37　運動・喫煙・飲酒習慣有無別点数

3点　2点　1点　0点

女

図38　運動・喫煙・飲酒習慣有無別点数

3点　2点　1点　0点

3点……運動習慣有，喫煙習慣無，飲酒習慣無の者

2点……3つの習慣のうち，1つだけ上記と異なる者

1点……3つの習慣のうち，2つ上記と異なる者

0点……3つとも上記と異なる者（運動習慣無，喫煙習慣有，飲酒習慣有）

　5．欠食・外食の状況

　昭和62年における1日の食事の構成割合は図39のとおり，家庭食78．6％，外食17．5％，欠食3．9％と

なっている。これをごく最近の年次推移でみた場合図40のとおり，家庭食と外食は若干の増減を繰り

返しているだけで，ほとんど変化はみられないが，欠食についてはわずかながら増加の傾向がみられ

る。

図39

外食　欠食　家庭食

　1日の食事の構成割合 図40　家庭食・外食・欠食率の年次推移

家庭食・外食率

　　　家庭食　外食　欠食

　　　欠食率
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　また，欠食の多い朝食について，性・年齢階級別に年次推移をみると図41，42のとおり，男性は一

部を除いてほとんどの年齢階級においてここ数年増加の傾向にあり，女性においては若い世代に増加

の傾向がみられる。

　一方，性別に一般飲食店における外食の内容構成をみると表5のとおり，男女ともに定食，そば・

うどん類が好まれ，両方で約7割を占めている。10年前と比べると，男女ともそば・うどん類，カレ

ーライス類，マカロニ類が伸び，パン類，すし類が低くなっている。

図41　朝食の欠食状況（男，年齢階級別） 図42　朝食の欠食状況（女，年齢階級別）

表5　性別の外食の構成内容

定食　そばうどん類　パン類　すし類　どんぶりもの　カレーライス類　マカロニ類

男

昭和52年

昭和62年

女

昭和52年

昭和62年
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　6．食生活状況調査

　昭和62年調査においては，満15歳以上の人を対象に食事状況や運動の実施状況等について質問調査

を行ったが，調査結果の概要は次のとおりである。

（1）夕食の摂取状況

－タ食を家族と一緒に食べている人は71．1％，家族と同じものを食べている人は81．9％－

　　ふだん夕食を家族の人と一緒に食べるかという問いに対する回答は図43のとおり，一緒に食べて

いる人は約70％となっている。

　　また，夕食において家族の人と同じものを食べるかという問いに対する回答は図44のとおり，「家

族の人と同じものを食べている」人は81．9％，「一部別のものを食べている」は16．0％，「別のもの

を食べている」は2．0％となっている。

図43　タ食を家族の人と一緒に食べるか

全体

男

女

一緒に食べている　時々一緒に食べている　別に食べている

図44　タ食において家族の人と同じものを食べるか

全体 同じものを食べている　一部別のものを食べている　別のものを食べている

男

女

（2）世帯構成と栄養素等摂取量

　　　　　　　　－単独世帯では栄養素等摂取バランスが劣っている－

　世帯構成別に栄養素等摂取の状況をみると図45のとおり，単独世帯の栄養素等摂取状況は，かな

り劣っており，逆に夫婦のみの世帯では過剰摂取の傾向がみられる。
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図45　世帯別栄養素等の摂取状況（平均栄養所要量＝100）

単独世帯　夫婦のみの世帯　夫婦と子供の世帯　三世代世帯

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

（3）食事に対する意識

－食事のバランスを考えて食べている人は約60％－

　食事の時，食事の量や食品のとり合わせを考えて食べているかという問いに対して「よく考えて

食べる」人は18．1％，「少し考えて食べる」人は43．5％で，約60％は食事に気を配っている。

　また，このような食事への意識と運動の実施状況との関連をみると図46のとおり，食事について

考える人ほど運動の実施も高いという傾向がみられる。

図46　食事に対する意識と運動実施状況との関連

よく考えて

食べる

少し考えて食べる

ほとんど毎日運動している　週に3～4回　週に1～2回　ほとんど(まったく)実施していない

あまり意識していない
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（4）運動の実施状況

－週1～2回以上運動を実施している人は半数以下－

運動状況については図47のとおり，週1～2回以上運動している人は42．2％で過半数の人はほと

んど（まったく）運動していない。

　　　　　　　　　　　　　　　　図47　運動の実施状況

　　　　　　　全体　ほとんど毎日運動　週に3～4回運動　週に1～2回運動　ほとんど(まったく)実施していない

　　　　　　　　男

　　　　　　　　女

－実施している運動のトップは，歩行・散歩－

運動を実施している人に対してどのような運動をしているかについて聞いたところ（複数選択）

図48のとおり，トップは歩行・散歩の37．3％。次いでラジオ体操15．0％，自転車14．7％，ジョギン

グ9．0％，テニス7．2％となっている。

図48　実施している運動の種類

全体　男　女

歩行・散歩　ラジオ体操　自転車　ジョギング　テニス　ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ　水泳　ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ　なわとび　ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ
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（5）運動実施の理由

　　　　　　　　　　　　－運動実施の理由は“健康”が1番－

　また，運動を実施している人に対して運動を実施する理由を聞いたところ図49のとおり，「健康の

ため」が断然トップ（62．0％）であるが，男女別では，男性の「体力をつけたいから」，女性の「美

容のため」が対照的となっている。

　また，種目別にみると，ウェイトトレーニング，サーキットトレーニングでは「体力をつけたい

から」（それぞれ43．4％，24．1％）がトップとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　図49運動を実施する理由

　　　　　　　　　全体

男

女

健康のため　体力をつけたい　美容のため　好きだ(楽しい)から　特技能力向上のため　その他

（6）運動していない理由

－運動をしていない理由のトップは“忙しくて時間がないから”－

　逆に，現在運動を実施していない人に対し，その理由を聞いたところ図50のとおり，「忙しくて運

動をする時間がないから」が約半数を占めているほか，「特に必要と思わないから」（19．6％），「や

りたくないから」（10．4％）の順になっている。

図50　運動を実施していない理由

全体

男

女

施設・場所がない　忙しくて時間がない　やりかたがわからない　特に必要と思わない　やりたくない　その他

－60－



（7）健康機器等の使用状況

－健康機器等を半数以上の人が持っている一方，その1／3はほとんど使用していない－

いわゆる健康機器といわれるものの使用状況を聞いたところ51．2％の人が何らかの健康機器を持

っており，所有者総数からみた所有機器は体重計（57．7％）をトップに血圧計（17．9％），ぶらさが

り器（7．8％），バーベル・亜鈴（6．5％），エキスパンダー（6．3％）の順となっている。

　一方，これらの機器の使用状況をみると図51のとおりで，全機器平均では33．6％がほとんど（ま

ったく）使用されていない。

　　　　　　図51　健康機器等の使用状況

血圧計

体重計

ルームランニング

ぶらさがり器

自転車エルゴメーター

総合トレーニングマシン

バーベル・亜鈴

エキスパンダー

ほとんど毎日使用　1週間に4～5回　1週間に2～3回　1週間に1回　1月に1～2回使用　ほとんど(まったく)使用していない

（8）健康のためにやりたいこと

－健康のためにやりたいことは，休養，栄養，運動－

　健康のためにやりたいこと（現にやっていることを含む）を2つまであげてもらったところ図52

のとおり，「睡眠・休養を充分にとる」（26．2％），「栄養・食生活に気をつける」（18．1％），「散歩・

ラジオ体操等の軽い運動をする」（12．0％）の順となっており，いわゆる健康の3要素といわれる休

養，栄養，運動が上位を占めている。
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図52健康のためにやりたい（やっている）こと

睡眠・休養を充分とる　栄養・食生活に気をつける　散歩・ラジオ体操等

ジョギングや軽いスポーツ　旅行・レジャーを楽しむ　健康診断

酒・タバコを控える　その他　特にない

（9）健康づくりを実施するための希望

－健康づくりのために希望することは施設，健診，休日－

　健康づくりを実施していく上で希望することを3つまで聞いたところ図53のとおり，施設の整備，

健診の充実，休日の増加などへの希望が多くなっている。

　また，性，年齢別にみると図54のとおり，若い年代の男女共に運動施設と休日の増加を希望する

人が多く，年齢が増すにつれて温泉付き健康づくり施設，健診体制の充実を望む人が多くなってい

る。さらに，男女を比較すると，男性は週休2日制等休日の増加，公園等屋外施設の整備を望む人

が多いのに対し，女性は健診体制の充実，温泉付き健康づくり施設を望む人が多くなっている。ま

た，全体的に女性は食生活改善への要求が多くみられる。

図53　健康づくりのために希望すること

公園等屋外施設の整備　健診体制の充実　運動施設の拡充　週休2日制等休日の増加
温泉付き健康づくり施設　食生活改善のあり方確立　食生活改善指導者配置
加工食品栄養成分表示　運動の実施方法の確立　その他　特にない
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図54　健康づくりのために希望すること（性・年齢階級別）

　　　　　　　　　　　　　　　〔男〕

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩

〔女〕

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩

①

②

③

④

⑤

運動施設の拡充

公園等屋外施設の整備

週休2日制等休日の増加

運動実施方法の確立

温泉付き健康づくり施設

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

健診体制の充実

食生活改善のあり方の確立

食生活改善指導者配置促進

加工食品栄養成分表示促進

その他
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(10)　生活状況について

　　　　　　　　　　　　　　－1日の自由時間は4．6時間－

　調査2日目の生活状況（時間配分）を聞いたところ図55のとおりとなっており，30代，40代は自

由時間，睡眠時間が少なく，逆に家事，仕事は多い等，多忙な生活形態がうかがわれる。

　　　　　　　　　　　　　　図55　1日の生活状況（単位：時間）

　　　　　　　　全体

　　　　　　　　　15～19歳

　　　　　　　　　20～29歳

　　　　　　　　　30～39歳

　　　　　　　　　40～49歳

　　　　　　　　　50～59歳

　　　　　　　　　60～69歳

　　　　　　　　　70～79歳

　　　　　　　　　80歳以上

睡眠　家事・仕事　通勤・通学　自由時間　その他
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